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取扱説明書 

お買い上げいたださありびとラございます。 


心 胃とヒ電気製品は安全のためのを意事項を守らないと、乂災や人身事故になることびあ 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミち意事項と製品の取り扱いかたを示しています。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 

r ま全のために」①ミち意事項は、裏面をご覧ください。 
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|l n HIGH DEFINITION 

HUdigitrlhmp 


"ウォークマン"、 " WALKMAN " はヘッドホンステレオ商品を表すソニー株式会社の登録商標です。 
は、ソニー株式会社の登録商標です。 


付属品を確かめる 



♦ AC パワーアダプター♦充電式ニッケル水素電池♦充電式電池ケース 


(1 00〜24 0 V 用） NH -14 WM ( A ) 


(Battery 
carrying case ) 



♦ 乾電池ケース 



♦ 取扱説明書 ♦ 保証書 ♦ ソニーご相談窓口のご案内 



本機をお使いになるとさは、キャビネットの変形や故障を防ぐために、次のことを必ずお守りく 
ださい。 


•本機をズボンなどの後ろのポケットに入れ •本体にリモコン/へッドホンを巻さ付けた 

て座になぃ まま、かばんの中に入れ、外から大さな力 



各部のなまス 


プレーヤー本体 



田 ►ll (再生/一時停止)ボタン* 

回充電式電池入れ 
图 ■ (停止)ボタン 

囲 ►W (早戻し/早送り）ボタン 
固 GROUP ボタン 
固充電用端テ 
因乾電池ケース用端子 
图 HOLD (誤操作防止)スイッチ 
回 V 0 L (音量）-、 +* ボタン 
圆0(ヘッドホン）ジャック 
回 CHG (充電)/ 0 PR 働作)ランプ 
图 OPEN つまみ 

* ボタンに凸点（突起）びついてます。操作の目 
印としてお使いください。 


巧電スタンド 



田充電用端テ 
回 DC IN 3 V ジャック(側励 


リモコン/へツドホン 



田へッドホン 
回ステレオミニプラグ 
图 V 0 L 信量）+、 - つまみ 
团■(停止)ボタン 

固ジョグレノ (一(!◄◄. ► II/ENT • ► W ) 
固己](グループ）-、+ボタン 
因ク U ップ 

图 HOLD (誤操作防止)スイッチ 
图表71^窓 
画 D に PLAY ボタン 

回 P MODE / G (再生モード/リピート)ボタン 
图 SOUND ボタン 


リモコン表示窓 



田ディスク表示 
回曲番表示部 
固文字情報表示部 
团再生モード表示 
固バーチャルサラウンド/ 
6バンドイコライヴ表示 
固電池残量表示 


準備する 


S ニディスクを固< 


お使いになる前こ、まず充電式電池を充電してください。 


NH-14WM(A) Q 動齡 I .了 



日巧電する 




巧電び始まると、 
CHG/OPR ランプび点口 



充電状態を CHG /0 PR ランプでお知らせします。 

点灯 一 ►消な(約 3 時間半後） 

ランプび消えた時点でお使いになれます。 

( U モコンをつないでいるとき、充電中は表示窓に 「 Charging 」 と表示されます。） 


D 5ニディスクを入れる 


© OPEN つまみを矢印の方向へず5ず。@ミニディスクを入れる。のふたを閉める。 


ディスクのラベル面を上にし、矢印の向きに 
奥まで巧し入れてください。 


日再生す5 

VOL+,- つまみ 





ごま意 

充電中、再生などの操作をすると充電び停止します。 


0リモコンをつなぎホールドを解除する 



クリップ 



© ジョグレバーを巧ず （ Wl ) (本体では Wl を巧ず)。 

「ピ」と確認音びします。 CHG /0 PR ランプび点打します。 

©VOL つまみを+または一側へ回して音量を調節ずる（本体では VOL -または+ 
を巧ず)。 

U モコンの表示窓で音量を確認でさます。 


再生を止めるには、■ボタンを押ず。 

「ピー」と確認音びします。 

次に再生する時は、止めたところの続さから始まります。ディスクの初めの曲から再 
生を始めたいとさは、ジョグレバー (►!!) を2秒 iU 上巧したままにして（本体では 
►II を2秒し义±巧したままにする）、再生を始めてください。 


こんなとをは 

操作（確認音） 

一時停止する 

►II を押す。（ピ•ピ•ピ • • •） 

もう一度押すと解除されます。 

今聞いている曲、またはさらに前 
の曲を頭出しする 

ジョグレバーを！◄◄側にずらす。（本体では M ◄を押す。） 

(ピピピ） 

次の巧を頭出しする 

ジョグレバーを側にずらす。（本体ではを押す。） 

(ピピ） 

再生しなびら早戻しまたは早送り 
する 

ジョグレバーを！◄◄側または側にずらしたままにする。 
(本体では M ◄またはを押したままにする。） 

経過時間を見なびら聞さたい場所 
を探す（タイムサーチ） 

一時停止中、ジョグレバーを M ◄側または側にずらしたま 
まにする。 

曲番を見なびら聞さたい場所を探 
す（インデックスサーチ） 

停止中、ジョグレバーを M ◄側または側にずらしたままに 
する。 

グループの頭出しをする 1) 

(グループスキップ） 

己] 一、 +ボタンを押す。（本体では、 GROUP を押してから 

M ◄またはを押す。2り 

ディスクを取り出すの 

■を押してから、本体の OPEN つまみをずらす。 


リディスクにグループび1つわない場合は、10曲ごとの頭出しになります。 

の本体の GROUP ボタンを巧してから5秒じ(内に操作してください。その間、 U モコンの表示窓には Pi マー 
クび点滅します。 

みみたを開けると、次の再生はディスクの最初から始まります。 


アルカリ乾電池で使うときは 


1乾電池ケースを本体に取り付ける。 


2 必ず©側か5入れる。 



別売りのソニーアルカ U 乾電池(単 3 形)を 1 本入れます。 
充電式電池と一緒に使ラと長時間再生びでさます。 


^操作を始める前に 


VOL +, - つまみ 



ゾニユー操作のしかた 

本機では、さまざまな機能をメニューを使 
って操作します。メニューの操作は下記の 
手順で行います。 

1 停止中または再生中に D に PLAY を 
2秒似上巧ず。 

メニュー画面になります。 

2 ジョグレバーを繰り返しず6して、 
項目を選択する。 

3 ジョグレバーを巧して、項目を決定 
する。 

4 表示にしたびって、手順2と3を繰り 
返す。 

最後にジョグレノ く一を巧した時点で設 
定び確定します。 

1つ前の段階に戻すには 

■ボタンを巧す。 

途中で中止するときは 

D に PLAY ボタンまたは■ボタンを2秒 
I ソ上巧す。 

^いろいろな聞をかた 

ここからは、 U モコンのボタンを使った操 
作を主体に説明しています。 

U モコンと同じなまえの本体のボタンも同 
様に使うことびでさます。 


曲ちや曲の時間を見る 

曲名やディスク名、曲番、曲の経過時間、 
録音されている曲数、グループ名を確認で 
さます。 


為 1 II 1 


DISPLAY を巧す。 


押すたびに表示は次のように変わりま 

す。 


〇 

包 

曲番 

経過時間 

曲番 

曲名 

総曲数 

ディスク名 

曲番 

グループ名と曲名 1 > 

曲番 

サウンドモード 

曲番 

SP/LP モード 2) 


リグループに属していない曲を再生中は、デイ 
スク名と曲名び表示されます。 

の SP/LP モードは、再生中のみ表示され、し 
ばらくすると自動的に経過時間表示に戻りま 
す。 

ごま意 

グループ再生/通常再生の状態や、動作状態、設 
定状態によつては、表示び選択でさなかつたり、 
表示び異なったりすることびあります。 


再生モードを選ぶ 

再生モードを選んでいろいろなち法で曲を 
聞くことびでさます。再生モードは、メイ 
ン再生モード、サブ再生モード、 U ピート 
再生の 3 つの組み合わせで設定します。 


• メイン再生モード：再生したい巧やグル 
ープなどの単位を選ぶ。 

• サブ再生モード：再生ち法を選ぶ。 

• U ピート再生： U ピート再生を設定す 
る 0 

メイン再生モードを選んで巧を 
聞< 

1 メニュー操作で rMainPMode 」 を選 
ぶ。 

2 ジョグレバーを繰り返しず S してお 
好みの再生モードを選び、巧して決 
定する。 

ジョグレバーを繰り返しずらすたびに 
表示は次のよラに変わり、選んだ表示 
の状態で再生します。 


表示 

再生状態 

Normal 

通常の再生(ディスク全曲を1回 
再生） 

Group 

グループ再生(今再生しているグ 
ループのみを再生） 

Bookmark 

ブックマークトラック再生(ブッ 
クマーク（しお 0) びついている 
曲のみを順番に再生） 

Program 

プ□グラム再生(聞さたい曲を好 
さな順に並べかえて再生） 


通常のモードで巧を聞 < (通常再生) 

1 メニュー操作で rMainPMode 」- 
「 Normal 」 を選ぶ。 


グループの巧を聞 < (グループ再生) 

グループの設定されているディスクをお使 
い<ださい。 

1 メニュー操作で rMainPMode 」- 
「 Group 」 を選ぶ。 

&マークび 表示されます。 

グループの頭出し（グループスキップ)をす 
るには 

再生中、& -または+を巧す。 

& - ボタンを押すとグループの先頭曲 
に、続けてもう一度巧すと前のグループの 
先頭曲に移動します。 

本体で操作ずるには 

1 再生中、 GROUP を押す。 

21◄◄またはを押す。 

グループに入つていない曲は 「 Group --」 と表 
示されます。 

ごミち意 

本機でグループ設定することはでさません。 

MD レコーダーなどで設定してください。 

好きな®だけを選んで聞く（ブッ 
クマークトラック再生） 

好きな曲こブックマーク（しおり）をつけて 
いさ、その巧だけを再生することびでさま 
す。ただし、巧順を変えることはでさませ 
ん /〇 


ブックマークをつけるには 

1 ブックマークをつけたい巧を再生 
し、ジョグレバーを2秒似上巧ず。 



ブックマークびゆっくり点滅 


ブックマークび確定します。 

2 手順1を繰り返してブックマークを 
つけてい<。 

全部で255巧までつけられます。 

ブックマークした巧を再生するには 

1 メニュー操作で rMainPMode 」- 
「 Bookmark 」 を選ぶ。 

2 ジョグ レバーを 巧す。 

ブックマークされた一番ルさい巧番か 
ら順に再生び始まります。 


ブックマークを消ずには 

ブックマークを消したい曲を再生し、ジョ 
グレバーを2砂じ(上巧す。 

好きな順に®やグループを並べか 
えて聞く（プ□グラム再生） 

巧やグループを好さな順に並べかえて聞く 
ことびでさます。 

曲をプ□グラムずる （ トラックプ□グラム） 
1 メニュー操作で「1\/131が1\/1〇€16」- 

rProgramJ - 「 Track 」 を選ぶ。 

2 ジョグレバーを繰り返しずらしてお 
好みの巧を選び、巧して決定する。 

營 に词炸師師-游 

-- ^ - 

曲番プ□グラムの順番 

プ□グラムの1 a 目び登録されます。 

3 上記の手順2を繰り返して巧をプ〇 
グラムする。 

64曲までプ□グラムでさます。 

4 選び終わった5ジョグレバーを2秒 
じ Lb 巧してミ夫定する。 

設定び確定し、 「 PGM 」 び表示され、 
プログラムの1 a 目から再生び始まり 
ます。 

グループをプ□グラムずる（グループプ〇 
グラム） 

1 メニュー操作で rMainPMode 」- 
「 Program 」-「 Group 」 を選ぶ。 

2 ジョグレバーを繰り返しず!5してお 
好みのグループを選び、巧して決定 
する。 

營 [%^> GPGMD 11 ミ恥 

-^=1=- F -^- 

グループ番号プ□グラムの順番 

プ□グラムの1グループ目び登録され 
ます。 

3 上記の手順2を繰り返してグループ 
をプ□グラムする。 

20個までプ□グラムでさます。 

4 選び終わった5ジョグレバーを2秒 
似上巧して決定する。 

設定び確定し、 r & PGM 」 び表示さ 
れ、プ□グラムの最初のグループの1 
巧目から再生び始まります。 

咬 

• プ□グラム中にジョグレバーを巧すと、それ 
までにプ□グラムした巧またはグループを確 
認でさます。 

• 操作の途中で、曲番またはグループ番号を 
「000」に、プ□グラムの順番を「01」として、 
ジョグレノ く一を押すとプログラムびク U アさ 
れます。 

• プ□グラムした曲またはグループを変更する 
場合は、変更したいプ□グラムの順番を表示 
させてから、上記の手順2の操作でプ□グラム 
し直すことびでさます。 

• プ□グラム設定中に■ボタンを押すと、その 
とさまでに設定したプ□グラムの内容は保存 
されずに、プ□グラム設定を開始する前の状 
態に戻ります。 

サブ再生モードを選ぶ 

メイン再生モードで選んだ a を、いろいろ 
な再生のしかたで聞くことびでさます。 
例えば、メイン再生モードで 「 Group 」 

を、サブ再生モードで rSHUF 」 を選ぶと、 
選んだグループの中の曲を順不同に再生す 
ることびでさます。 

P MODE たを繰り返し巧す。 

押すたびに表示は次のよラに変わります。 


表示 

再生モード 

(表示なし） 

通常の再生(全曲を1回再生） 

ブ 

1曲再生(選んだ1曲のみ再生） 

SHUF 

シャツフル再生(メイン再生モー 
ドで選んだ曲を順不同に再生） 

A-B 

A - BU ピート再生(巧の中の A 点 


と目点を繰り返し再生） 


巧中の指定した部分だけを繰り返 
して再生ずる ( A - B リピート再生） 

ひとつの曲の中に A 点と目点を指定して、 
その間を繰り返し聞くことびできます 。 A 
点と目点は、必ず同一 a 内に指定してくだ 
さい。 

1 繰り返したい部分を含んでいる巧を 
再生中に 、 P MODE / G を繰り返し 
巧し、 「 A -」 を点滅させる。 

2 繰り返しを始めたい点 ( A 点)でジョ 
グ レバー を巧ず。 

A 点び確定し、「目」び点滅します。 

3 繰り返しを終えたい点 ( B 点)でジョ 
グレパーを巧す。 

目点び確定し、 「 A - B 幻び点灯し 、 A 
点と目点の間を再生します。 

A - 目 U ピート再生中にジョグレバーを側にず 
らすと、 A 点、目点を設定し直すことびでさます。 

ごを意 

「 A -」 び点滅中にディスクの最後まで再生してしま 
つたときは、 A - BIJ ピートの設定び中止されます。 

繰り返し聞く（リピート再生） 

A - BU ピート再生外の再生モードのと 
き、曲を繰り返し聞くことびできます。 

P MODE たを2秒似上巧ず。 

「に」び点灯します。 

リピート再生 

營網 13 : 日 2 回— 


解除するには 

P M 0 DE / G を2秒上巧します。 


巧みの音にずる 

(バーチャルサラウンド • 6バンドイコライザ) 

音の臨場感を変えたり、お好みの音質を設 
定することびでさます。次の2つの効果か 
ら1つ選べます。 

V-SUR (パーチャルサラウンド）： 

音の臨場感を変える。 （4 種類） 

6 BAND EQUALIZER (6 バンドイコラ 
イザ）：音質を変える。 （6 種類） 


音の臨場感を選ぶ 

(バーチヤルサラウンド） 


1 再生中、 SOUND を繰り返し}甲し、 
rsuR 」 を 選ぶ。 


2 SOUND を2秒似上巧す。 

3 ジョグレバーを繰り返しず!5してヴ 
ラウンドの種類を選ぶ。 

卜、，? 

M 廊 tudid 


ジョグレバーをずらすたびに©と©び 
次のように変わります。 


〇 

包 

Studio 

SUR S 

Live 

SUR L 

Club 

surC 

Arena 

SUR A 

ジョグレバー 

•を巧して決定する。 



設定を解除するには 

上記の手順1で©に何を表示されていない 
状態を選びます。 


音質を選ぶ 

(6 バンドイコライザ) 


1 再生中、 SOUND を繰り返し巧し、 
rSND 」 を選ぶ。 

2 SOUND を 2 秒似上巧す。 

3 ジョグレバーを繰り返しず5してヴ 
ウンドの種類を選ぶ。 


爸職 He 言り y | 輕 II 

ジョグレバーをずらすたびに©と©び 
次のように変わります。 

〇 

包 

Heavy 

SND H 

Pops 

SND P 

Jazz 

SND J 

Unique 

SND U 

Customi 

SND 1 

Custom 2 

SND 2 


4 ジョグレバーを巧して決定する。 


設定を解除するには 

上記の手順1で©に何も表示されていない 
状態を選びます。 

好みの音質にずる 

「 Customi 」 と rCustom 2」 には、お巧み 
の音質を記憶させることびでさます。 

1 上記の手順1〜3を行い、 

rCustomI 」 または rCustom 2」 を表 
示させる。 

2 ジョグレバーを巧してミ夫定する。 

3 ジョグレバーを繰り返しず5して周 
波数を選ぶ。 

辛 ♦ 

營 ac に 1B - S ミホ 

周波数 (100 Hz ) 

周波数はちか5、100 Hz 、250 Hz 、 
630 Hz 、1.6 kHz 、4 kHz 、10 kHz です。 

4 VOL つまみを繰り返し回してレベル 
を調節する。 

{p tjijic] g - s 巧_ 

レベル (+10 dB ) 

レベルは巧の7段階か5選べまず。 

-10 dB 、-6 dB 、-3 dB 、 OdB 、 

+3 dB 、+6 dB 、+10 dB 

5 手順 3 と 4 を繰り返す。 

6 ジョグレバーを巧して決定する。 

巧種設定 


音ちれを抑え耳にやをし 
い音にずる 

(AVLS ー オ ートボ リユ ー ムリミッタ ー 
システムー快適音量） 

音量の上げすざによる音をれや、耳への圧 
迫感、周囲の音び聞こえないことでの危険 
を少なくし、より快適な音量で聞くことび 
でさます。 

1 再生中、メニユー操作で 「 Option 」- 
「 AVLS 」 を選ぶ。 

2 ジョグレバーをず S して 「AVLS 
On 」 を選び、巧して決定する。 

「AVLS On 」 び表示されます。 

AVLS を解除ずるには 

上記の手順2で 「AVLS Off 」 を選び、ジョ 
グレバーを巧します。 

本体で設定ずるには 

再生中、 HOLD スイッチを A のち向にず 
らし、 V 0 L - ボタンを押しなびら、 

HOLD スイッチを A と逆ち向にずらし 
ます。解除する場合は、 V 0 L + ボタンを 
巧しなびら同様の操作をします。 


確認音を消ず 

U モコンと本体の確認音を消すことびでさ 
ます。 


1 メニュー操作で 「 Option 」-「 Beep 」 
を選ぶ。 

2 ジョグレバーをず5して 「Beep 
Off 」 を選び、巧して決定する。 

「Beep Off 」 び表示され、リモコンと 
本体の確認音び消えます。 

確認音を鳴!5ずには 

上記の手順2で 「Beep On 」 を選びます。 


リモコン表示窓のバック 
ライトをつける/消ず 

U モコンの表示窓を常に点灯させる/点灯 
させないの設定をすることびでさます。 

1 メニュー操作で 「 Option 」- 
「 Backlight 」 を選ぶ。 

2 ジョグレバーをず S して設定を選ぶ。 


表示 

設定 

Auto 

操作中は点灯。しばらくすると消 


巧(お買い上げ時の設定） 

On 

動作中は常に点灯 

Off 

常に消灯 

ジョグレノ く一を巧して決定する。 


ノのーセーブ機能利用中は、旧 acklight 」 の設定 
に関わらず、バックライトはつさません。 U モコ 
ン表示は操作後まもなく消灯します。 


ディスクごとに設定を記 

憶ずる (ディスクメモリー） 

本機は、お買い上げ時にはディスクの設定 
情報を自動的に登録するように設定されて 
います。 

この設定びされていると、ディスクを取り 
出すとさに設定情報を自動的に登録し、一 
度登録したディスクを再度入れたとさに、 
設定情報び自動的に呼び出されます。次の 
設定情報を登録できます。 

• プ□グラムした内容 
• ブックマークした曲 
• 6バンドイコライヴの rCustomI 」 
「 Custom 2」 

記憶する設定になっているかは、次の手順 
で確認でさます。 

1 ディスクを取り出しふたを閉めてか 
S 、 メニュー操作で 「 Option 」一 
「Disc Mem 」 を選ぶ。 

お買い上げ時の状態では ron 」 び表示 
され、記憶する設定になっています。 

「 On 」 び表示されていることを確認し 
たら、■ボタンを2砂じ(上巧して終了 
します。 

2 「 On 」 が表示されていないときは、 
ジョグレバーをず6して rOn 」 を選 
び、巧してミ夫定する。 

記憶させない設定にするには 

上記の手順2で 「 Off 」 を選びます。 

登録を消すには 

1 登録か5削除したいディスクを入 
れ、内容を確認する。 

2 上記の手順2で、 riMemErase 」 を 
選ぶ。 

ディスクの設定情報は登録から削除さ 
れます。 

聲 

ディスクメモ U —び 「 On 」 になっているとさは、 
ディスクメモ U —に登録したディスクを再度入 
れたとさに 、 「Disc Mem 」 び表示されます。 

ごま意 

• ディスク20枚分を登録することびでさます 
び、20枚を超えると再生した時期びちいもの 
から自動的に消去されます。 

• ディスクメモリーの登録を行ったことびないデ 
ィスクで、登録の消去を行うと 「 NoDiscMEM 」 
と表示されます。 































































































































































































► 各種設定 ロブが 

VOL +, - つまみ 



すばや<音を聞< 

(クイックモード） 

再生ボタンを押したあとや、曲を頭出しし 

たあと、すばやく再生音を聞くことびでさ 

ます。 

1 メニュー操作で 「 Option 」- 
「 PowerMode 」 を選ぶ。 

2 ジョグレバーを繰り返しず5して 
「 Quick 」 を選び、巧して決定する。 

設定を解除するには 

上記の手順2で「 Normal 」 を選びます。 

ごを意 

• 設定を 「 Quick 」 にすると、画面に何も表示さ 
れていないとさでち、本体内部では常に電源 
び入っている状態になっています。そのた 
め、電池の持続時間び短くなりますので毎曰 
充電することをおすすめします。 

• 何を操作されない状態(ふたの開閉を含む） 

で、17時間び経過すると、自動的に本体内部 
の電源び切れます。次に操作したとさの動作 
は遅くなりますび、そのあとはまたクイック 
モードになります。 


電池の消巧を抑える 

(パヮー七ーブ機能） 

電池の持続時間を最大限に長くする機能で 
す。本体の CHG/OPR ランプを常に消打さ 
せたり、操作したあとまをなく U モコン表示 
を消打させたりして電池の消耗を抑えます。 

1 メニュー操作で 「 Option 」- 
「 PowerMode 」 を選ぶ。 

2 ジョグレバーを繰り返しず5して 
「 PowerSave 」 を選び、巧して決定 
ずる。 

本体の CHG/OPR ランプび消えます。 

ク 

• より高音質で音楽を楽しみたいとさはパワー 
セーブ機能を使わずに、 「 PowerMode 」 では 
「 Normal 」 を選んでください。 

• [ PowerSaveJ に設定してあるときは、リモ 
コン表示窓のバックライトは点灯しません。 

• パワーセーブ機能で U モコン表示び消えてい 
るとさに、再度表示を点灯させるには、 

D に PLAY ボタンを押します。 

CHG / OPR ランプをつけるには 

上記の手順2で「 Normal 」 または「 Quick 」 
を選びます。 

ク 

「 PowerSave 」 設定中も、し: TF のボタン操作時に 
は CHG / OPR ランプは点灯/点滅します。 

本体 : ‘GROUP 
リモコン: ► ll / ENT . W / W .己-、+ 


誤操作を防ぐ 

(ホールド機能） 

1 リモコンの HOLD を-^の方向に， 
本体では A の方向にず6す。 

U モコンの HOLD スイッチをずらす 
と、 IJ モコンの操作ボタンび、本体の 
HOLD スイッチをずらすと、本体の操 
作ボタンび働かなくなります。 

HOLD を解除ずるには 

HOLD スイツチを上記と逆の方向にずら 
します。 


再生速度ををえる 

(スピードコント□ール） 

語学学習な どで 再生速度を変えたい とさに 
便利です。音程を変えずに再生速度だけび 
変わります。（デジタルピッチコント□ール 
機能） 

-50%〜+100%までの13段階から再生速 
度を選ぶことびでさます。 

1 メニュー操作で rSpeedCtrl 」 を選 
ぶ。 

再生速度の設定画面になります。 

2 ジョグレバーを繰り返しず6して速 
度を選び、巧して決定する。 


陰 

再生音を聞さなびら再生速度を選んで 
<ださい。 

通常の速度に戻すには 

手順2で再生速度を日％に戻し、決定する。 
ごミ主意 

再生速度を変えると、再生中に「プチプチ」といラ 
音び聞こえたり、エコーびかかったよラに聞こえ 
る場合びあります。 


音戒びを抑える 

(G-PROTECTION) 

G - PROTECTION はジョギング時の衝撃 
を想定して開発された音飛びガード機能で 
す。従来の音飛びガードよりさらに音飛び 
に強くなっています。 

ごミ主意 

次のよラなとさ、音び飛ぶことびあります。 

• 強い衝撃び連続的に与えられたとさ 
• 傷やミちれのある MD を聞いているとさ 


咕源について 


巧電式電池-畑池の取 
り換え時期は 

ご使用中、 U モコンの表示窓の電池残量表 
示で、または本体の CHG / OPR ランプ表 
示でお知らせします。 

リモコンの表示窓 

残量び少なくなってます。 

命 

d — 電池び消耗しています。 

♦ 

残量びありません。リモコンの 「LOW 
目 ATT 」 表示び点滅し、電源び切れます。 

本体の CHG / OPR ランプ表示 

LED 点灯 電池残量は充分です。 

♦ 

LED 遅い点滅 電池残量び少なくなってます。 

♦ 

LED 速い点滅 電池残量びありません。しば 

らくすると LED び消灯し、電源 
び切れます。 


ご;ま意 

• 充分に充電されていない充電式電池を入れて 
を、残量表示びすべて点灯することびありま 
すび、充電量(充電時間)び少なければ、持続 
時間は短くなります。 

• 早戻し/早送り時や極端に温度び低い場所で 
使用している時は、残量び多めに、または少 
なめに表示されることびあります。 


電池の持続時間 i ^ JEITA ろ) 


使用電池 

SP LP 2 

ステレオステレオ 
(通常） 

LP 4 

ステレオ 

充電式ニッケル 

約41 

約6己 

約69 

水素電池 
NH -14 WM ( A ) 

時間 

時間 

時間 

アルカ U 乾電池 

約76 

約102 

約12己 

LR 6 に G ) 3) 

時間 

時間 

時間 

充電式ニッケル水 

約113 

約1己3 

約201 

素電池とアルカリ 
乾電池のの併用 

時間 

時間 

時間 


1) パワーセーブ機能使用時の値です。 

の J 曰 TA (電子情報技術産業協会）規格による測定 
値です（ソニー MDVV シ U - ズの三ニディスクを 
使用） 

3) 日本製ソニーアルカ U 乾電池 LR 6 ( SG ) で測定 
しています。 


電池の持続時間は、周囲の温度や使用状態、電池 
の種類により、短くなる場合びあります。 


コンセント(家庭用電源） 
につないで使ラ 

AC パワー アダプターを充電スタンドにつ 
なぎ、本体をのせると、充電式電池や乾電 
池なしで使うことびでさます。 

付属の AC ノ くワーアダプターは、1日日〜 240 V の電 
源電圧に対応しています。コンセントの形にあっ 
たプラグアダプターをご用意いただければ、海外 
でもお使いになれます。 

ごま意 

AC ノ ':ワーアダプターでご使用中は、ノ ':ワーセー 
ブ機能び無効になります。 


►その/曲 


使用上のご注意 

分解しないで<ださい 

三ニディスクプレーヤーに使われているレーヴー 
光び目にあたると危険です。 

レンズに触れないでください 

レンズび巧れると音飛びび起さたり、再生でさ 
なくなったりする場合びあります。 

また、ほこりびつかないように、ディスクの出し 
入れじ(外はふたを開けないで < ださい。 


AC パワーアダプターについて(付属 
の充電スタンド専用） 

• この製品には、付属の AC パワーアダプター/ 
別売りの AC パワーアダプター AC - E 30 L をご 
使用ください。上記!;(外の製品を使用する 
と、故障の原因になることびあります。 

極性統一形プラグ 

• AC パワーアダプターは容易に手び届くような 
電源コンセントに接続し、異常び生じた場合 
は速やかにコンセントから抜いてください。 

• AC パワーアダプターをご使用時は、1；(下の点 
にごを意ください。 

一本機を本棚や組み込み式キャビネットなど 
の狭い場所に置かないでください。 

—乂災や感電の危険を避けるために、水のか 
かる場所や湿気のある場所では使用しない 
でください。また、本機の上に花瓶など水 
の入ったをのを置かないでください。 


充電について 

• 付属の充電スタンドは、本機専用です。他機の 
充電はでさません。 

• 付属の充電スタンドでは、指定の電池 I ソ外は 
充電しないでください。 

• 充電は、+5む〜+40での場所で行ってください。 


• 充電中は、充電スタンドや充電式電池び熱く 
なりますび、危険はありません。 

• お買い上げ時や長い間使わなかった充電式電 
池では持続時間び短いことびあります。これ 
は電池の特性によるちので、何回か充放電を 
繰り返すと充分充電されるようになります。 

• 充電式電池を充分に充電してを使える時間び 
通常の半分くらいになったとさは、新しい充 
電式電池と取り換えて<ださい。 

• 充電び終わったら、早めに本体を充電スタン 
ドからはずし 、 AC パワーアダプターをコンセ 
ントから抜いてください。長時間差したまま 
にすると、電池の性能を低下させることびあ 
0ます。 


日本国内での充電式電池の廃棄について 


鎮 

Ni-MH 


ニッケル水素電池は、 U サイ 
クルでさます。不要になった 
ニッケル水素電池は、金属部 
にセ□ノ \ンテープなどの絶縁 
テープを貼って U サイクル協 
力店へお持ちください。 


充電式電池の回収- U サイクルおよび U ヴイク 
ル協力店については、社団法人電池工業会ホー 
ムぺージ； http :// www . baj . or . jp / を参照してく 
ださい。 


取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしない 
でください。故障の原因になります。 

• U モコンやヘッドホンのコードを強くひっぱ 
らないで < ださい。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

一 温度び非常に高いところ 
—直射日光の当たる場所や暖房器具の近く 
—窓を閉めさった自動車内（とくに夏季） 
一風呂場など、湿気のをいところ 
一 磁石、スピーカー、テレビなどの磁気を帯 
びたものの近く 
一 ほこりの多いところ 


溫度上昇について 

充電中および長時間お使いになったとさに、本 
体の温度び上昇することびありますび、故障で 
はありません。 


動作音について 

本機は省電力の動作方式になっています。 
そのため、動作中は断続的に動作音びしますび 
故障ではありません。 


ミニディスクの取り扱いについて 

• ミニディスク自体はカート U ッジに収納さ 
れ、ゴ三や指紋を気にせず手軽に取り扱える 
よラになつています。ただし、カートリッジ 
のよごれや反りなどび誤動作の原因になるこ 
とをあります。いつまでち美しい音で楽しめ 
るよラに次のことにごミち意ください。 

ー ミニディスクに直接触れない 

シャッターを手で開けないでください。 
無理に開けるとこわれます。 



シャツターカートリツジ 


一 持ち運ぶときや保管ずるときはケースに入 
れる 

一 置き場所について 

直射日光び当たるところなど温度の高いと 
ころや湿度の高いところには置かないでく 
ださい。また、砂浜など、ディスクに砂び 
入る可能性のあるところには放置しないで 
<ださい。 

—定期的にお手入れを 

カート U ッジ表面についたほこりやゴ三 
を、乾いた巧でふさ取ってください。 

• ディスクに付属のラベルは所定！;(外の位置に 
貼らないでください。必ず、ラベル用のくぼ 
みに合わせてしっかり貼ってください。 

へッ ドホンについて 

• 自動車やバイク、自転車などの運転中は、へ 
ッドホンを絶対に使用しないでください。 

• 運転中!;(外でを、踏切や駅のホーム、車の通 
る道、工事現場など周囲の音び聞こえないと 
危険な場所では使用しないでください。 

• 付属のへッドホンは、音量を上げすざると音 
び外にちれます。音量を上げすざて、まわり 
の人の迷惑にならないよラに気をつけましよ 
ラ。雑音のをいところでは音量を上げてしま 
いびちですび、ヘッドホンで聞くとさはいつ 
を呼びかけられて返事びでさるくらいの音量 
を、目安にしてください。 


• 付属のへッドホンをご使用中、肌に合わないと 
感じたとさは早めに使用を中止して、医師また 
はお客様ご相談センターにご相談ください。 


U モコンについて 

• 付属の U モコンは本機専用です。また、他機 
種に付属の U モコンでは本機の操作はでさま 
せん。 

• U モコンのク U ップを紛失した場合は、お買 
い上げ店または添付の r ソニーご相談窓□のご 
案内」にあるお近くのサービス窓口にご相談く 
ださい。 

乾電池ケースについて 

付属の乾電池ケースは本機専用です。 


万一故障した場合は、内部を開けずに、お買い 
上げ店またはソニーのサービス窓□にご相談く 
ださい。（ディスクび本体に入っているとさに故 
障した場合は、故障原因の早期解ミ夫のため、デ 
イスクを入れたままご相談されることをおすす 
めします。） 


ぉ手入れ 

表面び巧れたときは 

表面びミちれたとさは、水気を含ませた柔らかい 
巧で軽くふいたあと、からぶきをします。シン 
ナ ー、 ベンジン、アルコールなどは表面を傷め 
ますので使わないでください。 

へッドホンおよびリモコンのプラグの 
お手入れについて 

常によい音でお聞さいただくために、プラグを 
ときどき柔らかい巧でからぶきし、清潔に保つ 
てください。ミちれていると、雑音や音切れの原 
因になることびあります。 

端子のお手入れについて 

定期的に各端テ(本体の充電用端テや、乾電池ケー 
スの端テなど)を綿棒や柔らかい布などできれいに 
してください。 

本体巧電池挿入部 



乾電池ケース（付属) 



巧電式電池（付属)/乾電池（別売り） 
端子 



巧電スタンド（付属） 

端子 



巧障かな？と思った6 

サービス窓□にご相談になる前にちラー度 
チェックしてみてください。 

ご不明な点びあるとさは、お客さまご相談セン 
ターへお問い合わせください。 

充雪できない 

• 充電スタンドの充電用端子びミちれている。 

♦ 充電用端子を乾いた巧などでおいてください。 

• 充電式電池び入っていない。 

♦ 充電式電池を入れてください。 

• 充電している場所の温度び高すざる。 （ U モコ 
ンに 「 Canno に HG 」 表示び出る） 

または低すざる。 （ U モコンに 「 SL 0 WCHG 」 
表示び出る） 

■►充電は、+日む〜+40むの場所で行ってくだ 
さい。 

本体を充電ス タン ドに置いてち CHG / OPR ラン 
プがコかない 

• 充電式電池び入っていない。 

♦ 充電式電池を入れてください。 


• 本体を充電スタンドに置いてもすぐに CHG / 
0 PR ランプびつかないとさびあります。 

♦ 本体を充電スタンドに置いて約1分後、 
CHG / OPR ランプび点灯し、充電び始まり 
ます。 


操作を受けつけない 

• 電池び正しく入れられていない。 

♦ 電池の®端子と©端子を正し<入れ直して 
<ださい。 


• ディスクび入っていない （ U モコンに「 N 0 
D に C 」 表示び出る）。 

♦ ディスクを入れてください。 

• ホールド機能び働いている(本体の操作ボタン 
を押すとリモコンに 「 HOLD 」 表示び出る）。 
HOLD スイッチを矢印と逆方向にして、 
ホールド機能を解除してください。 

• U モコンでメニュー項目の設定中に、本体の 
ボタンを押した。（本体のボタンを押すと U モ 
コンに 「IN MENU 」 表示び出る）。 

♦ U モコンで操作を終了させてください。 

• 結露(内部に水滴び付着）している。 

♦ディスクを取り出して、数時間待ってくだ 
さい。 

• 充電式電池または乾電池び消耗している （ U モ 
コンに 「 LOW 目 ATT 」 表示び出る）。 

♦ 充電式電池を充電するか、乾電池を新しい 
をのと交換してください。 

• 何も録音されていないディスクび入っている 
(リモコンに 「 BLANKD に C 」 表示び出る）。 

♦ 録音されたディスクを入れてください。 

• ディスクび損傷している（リモコンに 

「READ ERR 」 または 「TOC ERR 」 表示び出 
る)。 

♦ ディスクを入れ直す。それでを表示び出ると 
さは、他のディスクと取り換えてください。 

• 使用中、衝撃や過大な静電気、落雷による電源 
電圧の異常などのために強いノイズを受けた。 
♦ 次の手順で操作し直してください。 

1 すべての電源をはずす。 

2 約30秒間そのままにする。 

3 電源をつなぐ。 

再生びでをなし、 

• Hi - MD 規格専用ディスク、または Hi - MD モー 
ドで録音されたディスクを入れた。 

♦ 本機では Hi - MD 規格専用ディスクや 

Hi - MD モードで録音されたディスクは再生 
でさません。 

ヘッドホンか!5音び出ない 

• ヘッドホンびしっかりと差し込まれていない。 
♦ 打ジャックにしっかりと差し込んでくださ 
い。 

♦ へッドホンを U モコンにしっかりと差し込 
んで < ださい。 

• AVLS 機能び働いている。 

♦ AVLS を解除してください。くわしくは「音 
もれを抑えちにやさしい音にする」をご覧 
<ださい。 

通常の再生びでさない 

• U ピート再生を指定した。 

♦ U モコンの PM 0 DE / G ： ボタンを2秒しソ上 
押したままにして 、 G (リピート)表示を消 
してから再生を始めてください。 

ディスクの1曲目か5再生でをなし、 

• 前回再生したとさディスクの途中で止めた。 
♦ふたを開けるか、停止中にリモコンの 
ジョグレノ く一を2秒じ(上押したままにして 
ください。1曲目から再生でさます。 


再生中に音びとざれる 

• 振動の多い場所に置いている。 

♦ 振動の少ない場所で使ってください。 

• ナレーションやイント□など1曲の録音時間び 
極端に短いと、音びとぎれることびあります。 

雑音びをし、 

• テレビなど強い磁気を帯びたちのの近くに置 
いている。 

♦ テレビなどから離して置いてください。 

瞬間的なノイズび聞こえる 

• LP 4 (4 倍モード)でステレオ録音された音を 
再生している。 

♦ LP 4 ステレオ録音した音を再生した場合、 
圧縮方式の特性により、ごくまれに瞬間的 
なノイズび聞こえることびあります。 

再生中に CHG / OPR ランプやリモコンの表お窓 

がつけなし、 

• パワーセーブ機能び働いている。 

♦パワーセーブ機能び働いているとさ、 U モ 
コンで操作すると表示窓びつさますび、本 
体で操作してち表示窓はつさません。（た 
だし、本体の GROUP ボタンを押したとさ 
のみつさます。） 

グループ 機能び動作しなし、 

• グループ設定されていないディスクを使用して 
いる。 

♦ グループ設定されたディスクを使用してく 
ださい。 

ブックマークトラック再をびでさなし、 ( U モコ 

ンに 

「NO MARKJ 表示び出る) 

• ブックマークをつけていない状態で 

ブックマークトラック再生を選ぼうとした。 

♦ ブックマークをつけてください。くわしく 
は「好きな曲だけを選んで聞く」のロック 
マークをつけるには」をご覧ください。 


主な仕樣 

お式 

三ニディスクデジタルオーディオシステム 

再生読み取り方式 

非接触光学式読み取り（半導体レーヴー使用） 

レーザー 

GaAIAs MQW ダイオード、 

乂二790 nm 

回転数 

約 30 日 「pm 〜 2,70 日 rpm 

エラー 訂正方式 

ACIRC (アドバンストク□スインター 
U —ブ U —ドソ□モンコード） 

サンプリング周波数 
44.1 kHz 
コーディング 

ATRAC (アダプティブトランスフオーム 
アコースティックコーディング） 

ATRAC 3 — LP 2/ LP 4 
変調方式 
EFM 

チャンネル数 

ステレオ2チャンネル 
モノラル1チャンネル 

周波数特性 

2日〜20,000 Hz +3 dB 

出力端子 

へッドホン:ステレオミニジャック 
最大出力日 mW +5 mW * (160) 

電源 

充電式電池(付属： NH -14 VVM ( A )、 

1.2 V 、13日日 mAh ( MIN )、 Ni - MH )1 個 
アルカ U 乾電池(単3形)1本 
外部電源ジャック（充電スタンド）定格 
DC 3 V 

AC パワーアダプター(充電スタンド用、 
付属)、 AC 10 日〜24日 V 、日 0/60 HZ 

電池持続時間 

「充電式電池-乾電池の取り換え時期は」を 
ご覧ください。 

本体寸法 

約 71.9 X78.3 X13.9 mm 
(幅/高さ/奥行さ、突起部含まず） 
最大がお寸法* 

約 72.1 X79.7 X14.7 mm 

(幅/高さ/奥行さ） 

質量 

約 69 g (本体のみ） 

約 96 g (充電式電池含む） 

* 」曰 TA (電子情報技術産業協会）規格による測定 
値です。 

この説明書は 100% 古紙再生紙と V0C 
(:がん(揮発性有機化合物）ゼ□植物油型インキ 
を使用してぃまず。 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変 
要することびありますび、ご了承ください。 

本機は、ドルビーラボラト U —ズの米国および外 
国特許に基づ<許諾製品です。 

別売りアクセサリー 

AC パワーアダプター AC - E 30 L 
充電式ニッケル水素電池 NH -14 WM 
ステレオへッドホン*^ MDR - E 888 SP 、 
MDR - EX 71 SL など 

MD • CD ウォークマン専用スティック • 
コントローラー RM - MC 33 EL が、 RM - 

MC 35 ELK が、*3 

アクティブスピーカー SRS - Z 51 日、 
SRS - Z 30 など 

* 1 ヘッドホンは、本体の打ジャックにつなぐとさ 
ち、 U モコンにつなぐとさち、ステレオ三ニプラ 
グのものをおホめください。マイク□プラグのも 
のは使えません。 

が A-BU ピート再生機能はご使用になれません。 

が2行表示はでさません。 

下記の機種は、本機と併用することびできません。 
□一夕 U - コマンダー RM - WMC 1 
MD ラベルプ U ンター MZP -1 
にメモ U —- U ピートラーニング • 

MD コント□-ラー RPT - M 1 


保証書と アフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け取 
り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
上、大切に保存してください。 

• イ呆証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

• 調子び悪いとさはまずチェックを 

この説明書をちう一度ご覧になってお調べく 
ださい。 

• それでち具合の悪いとさはサービスへ 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓口 
のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓口 
にご相談ください。 

• 保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは保証書をご覧ください。 

• 保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 

• 部品の保有期間について 

当社ではポータブル三ニディスクプレーヤー 
の補修用性旨離品(製品の機能を維持するため 
に必要な部品)を、製造打ち切り後8年間な有 
しています。この部品保有期間を修理可能期 
間とさせていたださます。保有期間び経過し 
た後ち、故障個所によっては修理可能の場合 
びありますので、お買い上げ店またはヴービ 
ス窓口にご相談ください。 


お問い合わせ先について 

本機についてご不明な点や 技術的なご質問、故 
障と思われるときのご 相談については、下記ま 
でお知らせ < ださい。 

• 本機の商品カテゴ U —は[オーディオ] 一 [ウ 
オーク マン]です。 

• お問い合わせの際は、次のことをお知らせくだ 
さい。 

—型名 

—ご相談内容；できるだけ詳しく 
—お買い上げ年月曰 


• http://www.sony.co.jp/SonyDrive/ 

お客様ご相談センター 

♦ナビダイヤル . 250570 -00-331 1 

(全国どこからでち市内通話料でご利用いただけます） 

♦携帯電話 - PHS でのご利用は03-己 448-33 11 

(ナビダイヤルびご利用でさない場合はこちらをご利用ください） 

• FAX . 04目目-3 1-2 己9已 

受付時間：月〜金 9:00-20:00 ± •日•祝日9:00〜17:00 
お電話は自動音声応答にてお受けしています。 

ソニー株式会社 f 141-0001 東京都品川固ヒ品川巨- 7-35 


A 警告 I まをのために 


ソニー 製品は安全に十分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、乂 
災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 



安全のための注意事項を守る 


下記の注意事項をよ<お読みください。製品全般のを意 
事項び記載されています。 


定期的に点検ずる 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセ 
ントの間にほこりびたまっていないか、故障したまま使 
用していないか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、 AC ノ（ワーアダプターや充電 
スタンドなどび破損しているのに気づいたら、すぐにお 
買い上げ店または ソニー サービス窓□に修理をご依頼く 
ださい。 


万一、異常が起きた！5 


変な音-においびした 
5、煙び出た5 



〇電源を切る 
©AC パワーアダプター 
をコンセントから抜く 

e お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□に修 
理を依頼する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次の 
よラな表示をしています。表示の 
内容をよく理解してから本文をお 
読みください。 

IA 危哟 

この表示のミち意事項を守らない 
と、乂災•感電-破裂などによ 
り死 t や大けびなどの人身事故 
び生じます。 


拉警告 I 

この表示のま意事項を守らない 
と、乂災•感電などにより死 t 
や大けびなど人身事故の原因と 
なります。 


[ZL を意 I 

この表示のを意事項を守らない 
と、感電やその他の事故によりけ 
びをしたり周辺の家財に損害を与 
えた0することびあ0ます。 


を意を促ず記号 

A\ 

火災 感電 


行為を禁止する記号 

0 0 d) 

禁止 接触禁止めれ手禁止 


行為を指示する記号 

〇 

強制 



A A 下記のを意事項を守らないと义災 • 感電 

!心ん、 '咸、帝 、 により大け方、の原因となります。 

A 警告 




運転中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなびらヘッドホンやイヤホン 
などを使用したり、細かい操作をしたり、表示画面を見ることは 
絶対におやめください。交通事故の原因となります。 

• また、歩さなびら使用するとさを、事故を防ぐため、周囲の交通 
や路面状況に十分にご注意ください。 



内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると乂災や感電の原因になります。 

万一、水や異物び入ったときは、すぐにスイッチを切り、 

AC パワーアダプターをコンセントからあさ、お買い上げ店または 
ソニーのサービス 窓□にご相談ください。 



0 

禁止 


乂のそばや炎天下などで巧電-放置しない 

内部の温度び上びり、火災や故障の原因となります。 

0 

禁止 

巧電スタンドの上に金属を置かない 

充電スタンドの端テび金属とつなびるとショートし、発熱することび 
あります。 

0 

禁止 

金属類と一緒に本体や乾電池ケースを携帯-保管しない 

コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管すると、 

ショートし、発熱することびあります。 

0 

禁止 




A 注意 


下記のを意事項を守らないと I す fis をしたり周辺の家財に 
損害を与えたりすることびあります。 


大音量で長時間続けて聞さすざない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて聞くと、聴力に悪い影 
響を与えることびあります。とくにへッドホンで聞くときにご注意くだ 
さい。呼びかけられて返事びでさるぐらいの音量で聞さましよラ。 



はじめか5ボリュームを上げすざない 

突然大さな音び出て耳をいためることびあります。ボ U ュームは徐々 
に上げましょう。とくに、 MD 、 CD や DAT など、雑音の少ないデジ 
夕、 レ機器をへッドホンで聞くときにはご注意ください。 



通電中の AC パワーアダプターや充電スタンド、製品 
に長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因になるこ 
とびあります。 



電池についての安を上のご注意 

液漏れ.破裂.発熱.発义.誤飲に よる 大けが や 失明を 避けるため、 

下記のことを必ずお守りください。 


危険 I 充電式電池、乾電池び液漏れしたときは 
巧電式電池、乾電池の液び漏れたときは素手で液を触5ない 

液び本体内部に残ることびあるため、お客様ご相談センターまたはソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 

液び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので目をこすらず、すぐに水道水などのきれ 
いな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 

液び身体や衣服についたとさを、やけどやけびの原因になるので、すぐにされいな水で洗い流し、 
皮膚に炎症やけびの症状びあるとさには医師に相談してください。 


危険 I 充電式電池について 


• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 指定された充電スタンド、 AC パワーアダプター似外で充電しない。 

• 充電式電池用キャ U ングケースび付属されている場合は、必ずキャ U ングケースに入れて携帯 • 
保管する。 

• 乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 乂のそばや直射曰光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の場所で使用-保管-放置しない。 
• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類似外の充電式電池は使用しない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさや交流電源で使用するとさを取りはずす。 
• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


雷び鳴りだした5、電源プラグに触れない 

感電の原因となります。 



指定 1 U 外の充電スタンドや AC パワーアダプター 
などを使わない 

破裂•液漏れや過熱などにより、火災、けびや周囲の汚損の 
原因となります。 


0 

禁止 


么警告乾電池について 


• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の届くところに置かない。万び一飲み込んだ 
場合は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、直ちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさや交流電源で使用するとさを取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 

• 乾電池の+と 一、 または乾電池ケースの端テと本体の乾電池ケース用の端子び金属とつなびると 
ショートし、発熱することびあります。 


めれた手で AC パワーアダプターや巧電スタンドをさ 
わ5ない 

感電の原因となることびあります。 



本体や AC パワーアダプター、充電スタンドを布団な 
どでおおった犬態で使わない 

熱びこわつてケースび変形したり、乂災の原因となることびあります。 



注意 I 乾電池について 

• 乂のそばや直射曰光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の場所で使用-保管-放置しない。 
• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 指定された種類 iU がの電池は使用しない。 


お願い 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端テ（金属部分）にテープを貼るなどの処理をして、充電式 
電池 U サイクル協力店にご持参ください。 































































































































